
                         

                         

連
谷
お
助
け
隊
は
恒
例
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
第
三
回
お
田
植
え
感
謝
祭
「
み
ん

な
で
灯
そ
う
千
枚
田
」
を
六
月
七
日(

土)

に
開
催
。 

千
枚
田
の
景
観
道
を
「
龍
が
天
空
ま
で

昇
る
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
千
五
百
本
の
ロ

ウ
ソ
ク
と
篝
火(

ふ
る
さ
と
指
導
員
活
動

支
援)

が
早
苗
の
田
ん
ぼ
に
映
え
、
地
元
を

初
め
、
都
市
近
郊
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
方

た
ち
に
幽
玄
な
世
界
と
感
動
を
与
え
た
。 

 

こ
の
催
し
に
地
元
連
谷
小
学
校
の
児

童(

九
人)

は
廃
油
ロ
ウ
ソ
ク
二
百
本
を
作

成
、
学
校
田
に
灯
す
と
と
も
に
、
エ
コ
の

推
進
発
表
を
行
っ
た
。 

           

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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素
晴
ら
し
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枚
田
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轢
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そ
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み
や
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新
米
で
早
く
食
べ
た
い
五
平
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虎
々 

十
六
夜
の
月
を
集
め
る
千
枚
田 
 
 
 
 
 
 
 
 

浦
川
哲
一 

ま
た
、
こ
ど
も
陣
太
鼓(

鳳
来
中
学
部
活)

も
夜
空
を
焦
が
す
篝
火
を
背
に
勇
壮
な

「
合
戦
長
篠
太
鼓
」
を
披
露
。
観
る
人
に

感
動
を
与
え
た
。 

              

連
谷
お
助
け
隊 (

地
元
若
い
衆
二
十
三

名)

は
、
サ
ミ
ッ
ト
成
功
を
基
に
結
成
、
成

功
に
導
い
た
。
そ
の
後
、
景
観
整
備
の
実

施
、
都
市
交
流
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

け
入
れ
等
に
も
積
極
的
に
参
加
。
地
域
の

活
性
化
を
主
眼
に
活
動
し
て
い
る
。 

七
月
五
日
に
は
地
域
の
「
絆
」
を
目
的

に
吉
本
興
業
観
劇
を
企
画
。 

ま
た
、
七
月
十
三
日
に
は
モ
リ
コ
ロ
基

金
の
助
成
で
高
所
作
業
車
や
チ
エ
ン
ソ

ー
を
リ
ー
ス
、
連
合
地
内
根
道
の
枝
打
ち
、

除
伐
作
業
を
行
う
な
ど
、
「
明
る
い
村
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。 

お田植え感謝祭 みんなで灯そう千枚田 



田
植
え
体
験 

■
五
月
十
七
日
、
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ

ム(

シ
リ
ー
ズ)

の
田
植
え
が
行
わ
れ
、
昼

食
は
棚
田
の
お
っ
母
さ
ん
の
手
作
り
田

舎
料
理
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

        

■
五
月
十
八
日
、
名
古
屋
北
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
招
待
し
た
養
護
施
設
「
慈
友
学

園
」
の
子
供
達
の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
は
小
山
広
一
さ
ん
と
原
田
二
三

男
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
で
案
山
子
や
昔
の

遊
び
「
水
鉄
砲
」
や
「
竹
馬
」
、
「
竹
ト
ン

ボ
」
を
つ
く
り
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。 

          

■ 

五
月
二
十
日
、
三
ヶ
日
中
学
二
年
生 

(

十
八
名)

が
宿
泊
体
験
学
習
の
一
環
と

し
た
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、
棚
田
米
の

お
に
ぎ
り
に
美
味
し
い
、
お
い
し
い
と
大

喜
び
で
し
た
。 

        
■
五
月
二
十
三
日
、
連
谷
小
学
校(

九
名)

の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

             

田
ご
と
の
月 

＝
平
成
二
十
年
五
月
二
十
一
日
、
午
前

三
時
三
十
分
千
枚
田
直
売
所
付
近
＝ 

早
朝
の
新
聞
配
達
で
、
三
文
の
徳
を
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
十
六
夜
で
天
候
も
よ

く
、
そ
れ
は
綺
麗
な
お
月
様
を
拝
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
一
人
が
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
景
色
を
み
る
こ
と
が
勿
体

な
く
、
多
く
の
来
訪
者
に
も
是
非
み
て
い

た
だ
き
た
い
風
景
で
し
た
。
月
の
明
か
り

に
照
ら
し
出
さ
れ
た
千
枚
田
は
、
そ
れ
は

見
事
に
浮
か
び
上
が
り
、
周
囲
の
木
々
や

遠
く
見
え
る
山
並
み
は
墨
絵
の
ご
と
く

卓
袱
に
包
ま
れ
、
い
つ
ま
で
も
鑑
賞
し
て

い
た
い
気
持
ち
で
し
た
が
、
そ
ん
な
わ
け

に
は
行
か
ず
に
、
そ
の
場
を
去
り
ま
し
た

が
、
感
動
し
た
一
日
で
し
た
。 

田
の
中
に
溢
れ
る
ば
か
り
十
六
夜
の
月 

天
に
ひ
と
つ
地
に
は
棚
田
に

六
夜
の
月 

十

海
老 

浦
川
哲
一 

保
存
会
総
会 

 

五
月
二
十
四
日
、
平
成
二
十
年
度
鞍
掛

山
麓
千
枚
田
保
存
会
の
総
会
が
開
か
れ
、

提
出
さ
れ
た
議
事
、
議
案
は
す
べ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

葵
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ 

五
月
二
十
五
日
、
静
岡
県
葵
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ(
四
十
九
名)

が
雨
上
が
り
の
千
枚
田

を
訪
れ
、
撮
影
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

視 

察 

五
月
二
十
七
日
、
東
海
・
近
畿
・
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当
課
長
等
会
議

「
民
間
団
体
と
の
協
業
に
よ
る
都
市
住

民
と
の
交
流
事
業
の
視
察 (

二
十
三
名)

」

が
千
枚
田
で
行
わ
れ
、
小
山
舜
二(

ふ
る
さ

と
指
導
員)

が
作
成
し
た
資
料(

パ
ン
フ
レ

ッ
ト)

に
基
づ
き
、
千
枚
田
を
核
に
し
た

「
む
ら
づ
く
り
成
功
事
例
」
な
ど
の
対
応

を
し
ま
し
た
。 

景
観
整
備 

 

五
月
三
十
一
日
、
お
助
け
隊
が
実
施
す

る
「
み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
」
に
備
え
、

千
枚
田
入
口
・
ふ
れ
あ
い
広
場
の
景
観
整

備(

草
刈
等)

を
保
存
会
と
お
助
け
隊
の
メ

ン
バ
ー
で
行
い
ま
し
た
。 

田
植
え 

み
ん
な
の
奥
三
河(

シ
リ
ー
ズ)

の
田
植

え
が
六
月
二
十
二
日(

日)

、
田
吾
作
の
田

ん
ぼ
で
行

。 

わ
れ
ま
す

げ
な
げ
な
噺 

 

ほ
い
、
そ
ぉ 

い
っ
ち
ゃ
あ 

な
ん
だ
が
、

お
助
け
隊
は
ど
え
ら
い
事
お 

や
っ
て
く

れ
た
じ
ゃ
ん
か
ん
。･･･

ふ
ん
と
だ
の
ん
、

わ
し
ゃ
あ
、
九
十
す
ぎ
に
も
な
る
っ
ち
ゅ

う
に
、
生
き
と
る
う
ち
に
あ
ん
な
い
い
も

の
お (

ロ
ウ
ソ
ク)

見
せ
て
む
ら
っ
て
、
ふ

ん
と
に
有
り
難
か
っ
た
だ
ぞ
ん
。
南
無
阿

弥
陀
仏
・
南
無
阿
弥
陀
仏･

･
･

そ
う
だ
の
ん
、

ま
た
、
見
れ
り
ゃ
あ 

い
い
が
ん･

･･

？ 

？ 

行

 
  
 
 

山

千
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田
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会

 
 

平
成
二
十
年
六
月
十
五
日

鞍
掛

麓

 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

転んじゃった～ 


